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話題

街に
ひろう

＊
瑞
宝
中
綬
章井

上　

隆
弘
さ
ん

（
元　

国
際
農
林
水
産
業
研
究

セ
ン
タ
ー
所
長
）

受章おめでとうございます
　長年にわたり、社会のために尽力した叙勲などの受章者が発表され、市内

では次の方々が受章しました。皆さん、受章おめでとうございます。

＊
瑞
宝
中
綬
章

久
保
田　

正
明
さ
ん

（
元　

工
業
技
術
院
物
質
工
学

工
業
技
術
研
究
所
長
）

＊
瑞
宝
中
綬
章中

島　

皐
介
さ
ん

（
元　

草
地
試
験
場
長
）

※
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

＊
瑞
宝
小
綬
章大

西　

利
只
さ
ん

（
元　

工
業
技
術
院
電
子
技
術

総
合
研
究
所
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
）

＊
瑞
宝
双
光
章

大
久
保　

憲
一
さ
ん

（
元　

東
京
消
防
庁
消
防
正
監
）

＊
瑞
宝
双
光
章

磯　

勝
彦
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
）

＊
瑞
宝
単
光
章植

田　

正
宏
さ
ん

（
元　

茨
城
県
警
部
）

＊
瑞
宝
単
光
章平

島　

道
孝
さ
ん

（
元　

茨
城
県
警
部
補
）

＊
瑞
宝
双
光
章吉

井　

忠
憲
さ
ん

（
元　

東
京
消
防
庁
消
防
監
）

＊
瑞
宝
単
光
章橋

本　

好
夫
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
）

＊
瑞
宝
単
光
章池

﨑　

憲
保
さ
ん

（
元　

東
京
消
防
庁
消
防
司
令
長
）

＊
瑞
宝
単
光
章

張　
　

彌
さ
ん

（
元　

警
視
庁
警
部
）

＊
瑞
宝
双
光
章

堀　

正
一
さ
ん

（
元　

東
京
消
防
庁
消
防
監
）

　　平成24年秋の叙勲

　　　第19回危険業務従事者叙勲
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牛
久
の
菊
・
名
称
決
定

　

11
月
に
開
催
し
た「
第
３
回
う
し
く
菊
ま
つ
り
」会
場
で
募
集
し
た
、
３
種
類
の
菊
の

名
前
が
決
定
し
ま
し
た
。
第
１
回
か
ら
続
き
、
新
種
は
今
回
で
全
９
種
に
な
り
ま
し
た
。

里
さと

あかり（オレンジ花） 牛久日
びより

和（黄花）

綾部みよさん（牛久市）命名 木下君子さん（牛久市）命名

牛久の紅
べに

（赤花）

匿名希望の方（牛久市）命名

ス
ポ
ー
ツ
で
ま
ち
お
こ
し
！

　

～
牛
久
か
っ
ぱ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
～

　

11
月
24
日
、
牛
久
運
動
公
園
体
育
館

で
、「
第
９
回
牛
久
か
っ
ぱ
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
大
会
」が
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら

小
学
生
32
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
か
ら
、
日
本
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

協
会
の
公
認
を
得
た
市
所
有
の
カ
ラ
ー

コ
ー
ト
を
初
使
用
。
始
球
式
に
は
、
池

辺
勝
幸
市
長
と
柳
井
哲
也
牛
久
市
議
会

議
長
が
参
加
し
、
熱
戦
の
火
蓋
が
切
っ

て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
参
加

し
た「
牛
久
か
っ
ぱ
～
ず
。」
キ
ャ
プ
テ

ン
の
宮
川
和
磨
さ
ん（
牛
久
小
学
校
６

健闘した市内のチーム「牛久かっぱ～ず。」

年
生
）は「
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
め

る
よ
う
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
地
元
野
菜
と
み

そ
を
使
っ
た「
か
っ
ぱ
汁
」
の
無
料
配

布
や
物
産
展
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
教
室
な
ど
も
開
催
さ

れ
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち

が
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
神
奈
川
県
の「
デ
イ
リ
ー
相

模
原
ボ
ン
バ
ー
ズ
」
の
優
勝
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

フランス製のカラーコートを今大会初使用
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多
様
な
表
現
に
出
会
う
場

　

～
第
18
回
う
し
く
現
代
美
術
展
～

　

11
月
18
日
か
ら
12
月
２
日
に
か
け

て
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に「
第
18
回
う
し
く
現
代
美
術
展
」

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ

ま
し
た
。
展
覧
会
で
は
地
元
作
家
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
と
作
家
が
交
流
す
る
鑑
賞
会
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
期
間
内
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
色
っ
て
な
に
？
」

で
は
、
子
ど
も
や
保
護
者
な
ど
約

１
２
０
人
が
会
場
の
窓
ガ
ラ
ス
を
色
と

　

12
月
８
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で「
平
和
の
集
い
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
学
生
平
和
使
節
団
体
験
報
告
会

で
は
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
広

島
市
に
派
遣
さ
れ
た
平
和
使
節
団
25
人

が
、
現
地
の
被
爆
体
験
者
か
ら
聞
い
た

話
な
ど
を
も
と
に
、
平
和
の
大
切
さ
、

命
の
尊
さ
に
つ
い
て
中
学
生
の
目
線
で

伝
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
牛
久
第
二
中
学
校
の
群
読

発
表
で
は
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の「
イ
マ

ジ
ン
」の
音
楽
に
合
わ
せ
、「
私
の
夢
」「
私

の
大
切
な
物
」な
ど
が
、
生
徒
た
ち
の
口

か
ら
次
々
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
会

で
は
俳
優
の
岡
本
富
士
太
さ
ん
が「
今

私
た
ち
が
な
す
べ
き
こ
と
」を
テ
ー
マ
に

語
り
、
観
客
は
平
和
の
大
切
さ
を
あ
ら

た
め
て
確
認
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。牛久第二中学校生徒による群読発表

り
ど
り
の
セ
ロ
フ
ァ
ン
で
飾
り
ま
し

た
。
参
加
し
た
佐
々
木
萌
花
さ
ん（
小

学
校
３
年
生
）は「
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
貼
る

の
が
楽
し
か
っ
た
。重
ね
て
貼
っ
た
ら
、

思
っ
て
も
み
な
い
色
が
で
き
て
驚
い

た
」
と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
講
師
・
後
藤
雅
宣
さ
ん
は

「
難
し
く
考
え
ず
楽
し
め
る
よ
う
に
企

画
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
授

業
以
外
の
日
常
生
活
で
も“
色
”を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

窓ガラスに色とりどりのセロファンを貼ったよ

展覧会会場で作品に見入る来場者たち

南
中
で
ア
ー
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー山本先生から紙の説明を受ける生徒たち

平
和
の
大
切
さ
を
再
確
認

　

12
月
７
日
、
牛
久
南
中
学
校
で
１
年

生
を
対
象
に
、
文
化
庁
の
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験
事
業「
子

ど
も 

夢
・
ア
ー
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
本
芸
術
院
会
員
で
市
内

在
住
の
洋
画
家
、
山
本
文
彦
先
生
を
講

師
と
し
て
招
き
、
生
徒
た
ち
は
縫
い
ぐ

る
み
や
運
動
靴
な
ど
お
気
に
入
り
の
題

材
を
持
ち
寄
り
、
画
用
木
炭
を
使
っ
た

素
描
に
よ
る
実
技
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
男
子
生
徒
の
１
人
は「
木
炭
の
持

ち
方
次
第
で
色
の
濃
淡
が
変
わ
っ
て
面

白
い
」
と
興
味
津
々
の
様
子
で
絵
を
描

き
ま
し
た
。
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難
関
を
突
破
、
第
１
号

の
特
別
級
合
格
者

　

11
月
15
日
、
小
川
芋
銭
検
定
で
第
１

号
の
特
別
級
合
格
者
と
な
っ
た
市
内
在

住
の
河
合
禧よ
し
ひ
ろ広
さ
ん
に
、
表
彰
状
と
記

念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
合
さ
ん
は
、
定
年
後
、
小
川
芋
銭

に
つ
い
て
本
格
的
に
学
び
始
め
ま
し

た
。
現
在
は「
芋
銭
を
学
ぶ
会
」に
所
属

し
、
日
々
研
究
に
努
め
て
い
ま
す
。
独

自
に
92
通
の
芋
銭
に
関
わ
る
書
簡
な
ど

を
集
め
て
、
猛
勉
強
を
重
ね
、
３
回
目

の
挑
戦
で
見
事
特
別
級
に
合
格
。

　

河
合
さ
ん
は「
今
後
は
小
川
芋
銭
の

広
報
活
動
に
励
み
、
各
学
校
へ
の
出
前

講
座
な
ど
で
芋
銭
の
魅
力
を
広
め
て
い

き
た
い
。
若
い
人
に
も
牛
久
に
は
小
川

芋
銭
と
い
う
人
物
が
い
た
と
い
う
こ
と

を
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

表彰状を受け取る河合さん（写真左）

花で心豊かに！ふれあい美花市民の会
　心豊かな潤いのある活気に満ちた「美しい地域づくり街づくり」を目指して、市内20団体と幼稚園、小学

校、中学校が一体となり毎年積極的に活動しています。また地域では、花づくりを通しての三世代の交流

も盛んです。

　ふれあい美花市民の会では、毎年、「花と緑の環境美化コンクール」（大好きいばらき県民会議主催）や「牛

久市花いっぱい運動コンクール」（牛久市主催）に参加しています。会の活動として、花についてより深く

知るためや会員同士の交流を図るための視察研修会、春の活動に向けての講習会などを開催しています。

※新規団体随時募集中です。

問　市中央生涯学習センター☎871-2301

「第40回花と緑の環境美化コンクール」審査結果

賞　名 部　門 団　体　名
花いっぱい運動特別奨励賞 学校の部 牛久第三中学校

「第23回牛久市花いっぱい運動コンクール」審査結果

賞　名 ロード ･ 地域団体の部 学校の部

会長賞 小坂花の会 牛久第二中学校

特別賞 むつみ区民会 中根小学校

努力賞

東みどり野シニアクラブ

小坂団地「花・仲間・地域作りの会」

牛久地区婦人会

下根中学校

牛久第一中学校

奥野小学校

岡田小学校

第一幼稚園

〝
そ
ば
〟に
夢
を
託
し
て

「そばがき入りけんちん汁」を食べ

ながら、自然と輪ができました

「花壇で育てる基本は、

やはり土づくりから」

「牛久市花いっぱい運動コンクール」

で努力賞を受賞した東みどり野シ

ニアクラブ

　

11
月
23
日
、
奥
野
小
学
校
を
会
場
に

「
奥
野
小
地
区
社
協
秋
そ
ば
収
穫
祭
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
地
元

の「
奥
野
農
業
体
験
ひ
ろ
ば 

ゆ
め
」
で

育
て
ら
れ
た
そ
ば
の
収
穫
を
祝
う
も
の

で
す
。
秋
そ
ば
は
８
月
に
種
植
え
を
し

て
、
大
人
と
子
ど
も
た
ち
が
世
代
を
超

え
て
協
力
し
、
10
月
に
収
穫
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
先
着
５
０
０
人
に
無
料
配

布
さ
れ
た
け
ん
ち
ん
汁
に
は
、
収
穫
し

た
ば
か
り
の
そ
ば
粉
を
使
用
し
た
そ
ば

が
き
が
入
れ
ら
れ
、
冷
え
た
体
を
温
め
よ

う
と
多
く
の
人
が
行
列
を
作
り
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
男
性
は
、「
地
元
の
そ

ば
を
使
っ
た
そ
ば
が
き
は
な
か
な
か
食

べ
る
機
会
が
な
く
、
お
い
し
か
っ
た
で

す
」と
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。
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秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

牛
久
ス
ピ
リ
ッ
ツ
優
勝

有
終
の
美 

茨
城
県
大
会
で
優
勝

牛久リトルリーグ・メジャーチームとマイナーチーム

　

11
月
30
日
、
竜
ケ
崎
法
人
会
牛
久
地

区
会（
池
田
正
純
会
長
）か
ら
池
辺
勝
幸

市
長
に
、
提
言

書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
同
会

は
地
域
振
興
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を

積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

紡
ぎ
の
輪
ク
リ
ス
マ
ス
会

「
ク
ラ
ウ
ン
と
あ
そ
ぼ
！
」

　

12
月
２
日
、
ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
で

紡
ぎ
の
輪
ク
リ
ス
マ
ス
会「
ク
ラ
ウ
ン

と
あ
そ
ぼ
！
」（
牛
久
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
紡
ぎ
の
輪
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
風
船
が
た
く
さ
ん
飾
ら
れ
た

会
場
で
、
ク
ラ
ウ
ン
の
衣
装
を
着
た
子

ど
も
ス
タ
ッ
フ
が
お
客
さ
ん
を
お
出
迎

え
。
ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン
や
ネ
ク
タ
イ

を
作
っ
て
遊
ん
で
い
る
と
、
い
よ
い
よ

ク
ラ
ウ
ン
の「
び
り
と
ブ
ッ
チ
ィ
ー
」が

登
場
。
手
品
や
曲
芸
、
歌
な
ど
が
披
露

さ
れ
、み
ん
な
は
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
、

き
ゃ
あ
き
ゃ
あ
、
わ
あ
わ
あ
、
と
楽
し

い
歓
声
が
響
い
て
、
一
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

クラウン「びりとブッチィー」と子どもスタッフ

園
児
が
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

11
月
20
日
、
市
役
所
正
面
玄
関
に
牛

久
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
訪
れ
、
市
職

員
や
交
通
安
全
教
室
な
ど
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
交
通
安
全
教
化
員
に「
い

つ
も
あ
り
が
と
う
。
お
仕
事
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
み
ん
な
で
作
っ
た
ク
リ

ス
マ
ス
飾
り
を
渡
し
ま
し
た
。
交
通
安

全
教
化
員
は
ほ
ほ
笑
み
な
が
ら「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
交

通
安
全
の
お
約
束
守
っ
て
ね
」
と
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

牛久幼稚園の園児たちがクリスマス飾りをプレゼント

　

11
月
３
・
18
・
23

日
に
リ
ト
ル
リ
ー
グ

公
式
大
会「
第
37
回
ミ

リ
オ
ン
カ
ッ
プ
・
茨

城
県
大
会
」が
開
催
さ

れ
、
牛
久
リ
ト
ル
リ
ー

グ
・
メ
ジ
ャ
ー
チ
ー
ム

が
圧
倒
的
な
強
さ
で

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
開

催
さ
れ
た「
産
経
旗
争

奪
大
会
」で
も
、
マ
イ

ナ
ー
チ
ー
ム
が
第
３

位
と
活
躍
し
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
、
牛
久
運
動
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
で「
牛
久
市
秋
季
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、「
牛
久
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」

と
久
し
ぶ
り
に
勝
ち
上
が
っ
た「
松
ヶ

丘
ラ
イ
オ
ン
ズ
」
が
、
豪
快
な
打
撃
力

を
も
っ
て
対
決
。「
牛
久
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」

が
投
打
と
も
に
圧
倒
し
、
13
対
４
で
優

勝
し
ま
し
た
。

賞状などを受け取り、喜ぶメンバー

市
へ
の
提
言
書
提
出
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混
成
陸
上
競
技
で

　
　

見
事
全
国
優
勝
！

　

11
月
11
日
、
神
奈
川
県
の
小
田
原
市

城
山
陸
上
競
技
場
で「
第
23
回
全
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
混
成
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
在
住
の
飯
島

繁
さ
ん
が
男
子
Ｍ
75（
75
歳
～
79
歳
）の

ク
ラ
ス
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
飯
島

さ
ん
は
、
走
り
幅
跳
び
な
ど
５
種
目
で

得
点
を
競
う「
５
種
総
合
」で
茨
城
県
の

記
録
を
更
新
し
、２
６
１
７
点
を
獲
得
。

　

11
月
29
日
、
池
辺
勝
幸
市
長
を
表
敬

訪
問
し
た
飯
島
さ
ん
は「
今
年
こ
そ
は

優
勝
し
て
み
せ
る
と
い
う
思
い
で
い
ま

し
た
。﹃
継
続
は
力
な
り
﹄
で
す
ね
。
健

康
の
秘
訣
は
歩
く
こ
と
。
楽
し
み
な
が

ら
老
後
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
」
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

混成陸上競技で優勝した飯島さん（写真左）

寄付金のご協力ありがとうございます

　12月6日、みどり野行政区から牛久市社会福

祉協議会に、「第41回みどり野区文化祭」で行われ

たバザーの収益

金5万円が寄付さ

れました。この

寄付金は、地域

福祉の増進のた

めに使われます。

　11月30日、牛久市商工会女性部から池辺勝幸

市長に、ふるさと応援寄附金としてバザーの収益

金3万円が寄付さ

れました。この

寄付金は、市の

目指す「子育て日

本一のまちづく

り」のために使わ

れます。

集まった善意は要援護世帯への支援に使われます

歳
末
の
た
す
け
あ
い

「
救
急
ボ
ト
ル
」

１
５
０
０
個
寄
贈

　

11
月
21
日
、
牛
久
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ（
小
栗
政
克
会
長
）
が
牛
久
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
、「
救
急
ボ
ト
ル
」

１
５
０
０
個
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の「
救
急
ボ
ト
ル
」は
、
独
居
老
人

な
ど
が
自
身
の
緊
急
連
絡
先
や
医
療
情

報
を
記
載
し
た
情
報
カ
ー
ド
を「
救
急

ボ
ト
ル
」
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
に
保
管
し

て
お
く
こ
と
で
、
体
調
を
崩
し
て
救
急

車
を
呼
ん
だ
と
き
に
、
駆
け
付
け
た
救

急
隊
員
が
対
応
や
搬
送
を
迅
速
に
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

小
栗
会
長
は「﹃
救
急
ボ
ト
ル
﹄を
利
用

す
る
こ
と
で
、
市
内
の
独
居
老
人
の
方

に
少
し
で
も
安
心
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
６
日
、
牛
久
市
仏
教
会
の
僧
侶

９
人
に
よ
る
托
鉢
行
脚
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

僧
侶
た
ち
は
、
国
道
６
号
や
牛
久
駅

を
通
り
、
最
後
に
牛
久
市
役
所
庁
舎
に

到
着
。
庁
舎
内
で
は
、
多
く
の
職
員
が

募
金
を
し
、
歳
末
た
す
け
あ
い
に
協
力

し
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
善
意
の
総
額
33
万
２
０
１
８
円

は
、
牛
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ

て
要
援
護
世
帯
へ
の
支
援
に
使
わ
れ

ま
す
。

牛久ロータリークラブの皆さんと

池辺勝幸市長
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短
歌
・
俳
句
・
川
柳

コ
ー
ナ
ー

迎
春
に
輝
く
未
来
祝
う
鐘

田
宮　

岡
村
さ
ん

手
作
り
の
正
月
飾
り
華
や
げ
る

　

南　

南
た
ん
ぽ
ぽ

亡
き
友
の
笑
顔
懐
か
し
小
春
日

さ
く
ら
台　

弘
坊

雀
の
子
毎
朝
二
羽
き
て
ご
挨
拶

女
化
町　

砂
押
さ
ん

音
も
な
く
ひ
ら
り
と
一
葉
冬
の
色

南　

倉
田
さ
ん

初
詣
で
杖
を
た
よ
り
に
手
を
あ
わ
せ久

野
町　

酒
井
さ
ん

咲
く
花
に
慈
し
ま
れ
て
世
話
を
す
る久

野
町　

神
田
さ
ん

師
走
な
り
挨
拶
か
わ
す
だ
れ
だ
っ
け刈

谷
町　

小
山
さ
ん

見
合
い
で
は
財
布
を
探
り
顔
を
見
る小

坂
町　

飯
田
さ
ん

朔つ
い
た
ち日

の
広
報
待
ち
の
短う

た歌
俳
句

　
　

こ
の
欄
つ
づ
け
い
つ
い
つ
ま
で
も

久
野
町　

匿
名
希
望

昆
布
巻
き
と「
鮭
の
粕
煮
と
里
芋
の

　

煮に

し

め染
」あ
が
り
て
今
日
は
元
旦

岡
見
町　

根
本
良
子
さ
ん

　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラストや俳句、川柳などを紹介しています。

なお、お便りには住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希望の方は、その旨

記入してください。ペンネームも OK です。紙面の都合上、全てを掲載できない場合があります

が、今後もたくさんのお便りをお待ちしています。

あて先：〒300-1292　牛久市中央3-15-1 「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　 E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

 第37回牛久シティマラソンに伴う 

交通規制およびかっぱ号の一部運休について
◆交通規制箇所と時間

　1月14日（月・祝）の下記の時間は、｢牛久シティマラソン｣開催のた

め、マラソンコースおよび周辺道路の交通規制を実施します。大変ご

迷惑をお掛けしますが、当日は迂
う か い

回などのご協力をお願いします。

　なお、牛久運動公園駐車場は全て参加者用の駐車場となっています

ので、応援などでご来場の際はシャトルバスをご利用ください。シャ

トルバスは、ひたち野うしく駅、市中央生涯学習センター、奥野生涯

学習センターの３カ所から運行します。

問　牛久シティマラソン実行委員会事務局☎873-2486

◆かっぱ号（運動公園ルート）運休のお知らせ

　「牛久シティマラソン」開催に伴い、下記①～④のかっ

ぱ号を運休します。

①牛久駅東口（午前7時15分発）…牛久運動公園…

牛久駅東口（午前8時15分着）

②牛久駅東口（午前8時25分発）…牛久運動公園…

牛久駅東口（午前9時25分着）

③ 牛久駅東口（午前9時35分発）…牛久運動公園…

牛久駅東口（午前10時35分着）

④ 牛久駅東口（午前10時30分発）…牛久運動公園…

牛久駅東口（午前11時30分着）

問　社会福祉課☎内線1771

ひたち野うしく

駅前交差点か

ら上本 郷五差

路までの間は片

側のみ交通規

制となります。

交通規制区間


